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日本 藻 類 学 会 々 則

第 1条 本会は日本藻類学会と称する。
第 2条 本会は務学のllli歩普及を図り，併せて会員相互のjili絡並に親|陸を図ること

を目的とする。
第 3条 本会は前条の目的を淫するために次の事業を行う。

1. 総会の開催(年 1回)
2 務類に関する研究会，秘習会，採集会等の開催
3. 定期刊行物の発刊
4. その他前条の目的を達するために必要な事業

第 4条 本会の事務所は会長が適当と認める場所におく。
第 5条 本会の事業年度は4月 1日に姶まり，翌年3月31日に終る0

~6 条 会員は次の 3種とする。
1. 普通会員 (藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人又は団体で，役員
会の承認するもの)。

2. 名誉会員(連語学の発達に貢献があり，本会の趣旨に質問する個人で，役員会
の推薦するもの)。

3. 特別会員(本会の趣旨に賛同し，本会の発展に特に寄与した個人文は団体で，
役員会の推薦するもの〕。

第 7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名)，職業を記入した入会申込書を
会長に差出すものとする。

第 8条 会員は毎年会主主 500円を前納するものとする。但し，名誉会員(次条に定
める名誉会長を含む)及び特別会員は会貨を要しない。外国会員の会費は2米ドノレ
とする。

第 9条 本会には次の役員を置く。
会長 1名。 幹事若干名。 評議員若干名。

役員の任期は 2ヶ年とし重任することが出来る。但し，会長と評議員は引続き 3期
選出されることは出来ない。
役員選出の規定は別に定める。(付則第 1条~第4条)
本会に名誉会長を置く 乙とが出来る。

第 10条 会長は会を代表し， 会務の全体を統べる。幹事は会長の意を受けて日常の
会務を行う。

第 11条 評議員は評議員会を構成し，会の要務に関し会長の諮間にあずかる。評議
員会は会長が招集し，また文告をもって，これに代える乙とが出来る。

第 12条 本会は定期刊行物 「君事類」を年3回刊行し，会員に無料で頒布する。
(付則)

第 1条 会長は圏内在住の全会員の投票により，会員の互選で定める(その際評議
員会は参考のため若干名の候補者を推薦することが出来る)。幹事は会長が会員中よ
りこれを指名委嘱する。

第 2条 評議員の選出は次の二方法による。
1. 各地区別に会員中より選出される。 その定員は各地区 1名とし，会員数が50
名を越える地区では50名までごとに 1名を加える。

2. 総会において会長が会員中より若干名を推薦する。但し，その数は全評議員
の1/3を越えるととは出来ない。

地区制は次の 7地区とする。
北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長野，山東を含む)。中部地区(三重を含む)。
近畿地区。 中国 ・四園地区。 九州地区(仰縄を含む)。

第 3条 会長及び幹事は評議員を兼任することは出来ない。
2島~ 4条 会長および地区選出の評議員に欠員を生じた場合は，前任者の残余期閥次
点者をもって充当する。

第 5条 会員がパックナンバーを求めるときは各巻500円，分冊の場合は各号170円
とし，非会員の予約購読料は各号 250円とする。

第 6条 本会則は昭和43年11月 1日より施行する。



日本藻類学会昭和44年度大会についての

お知らせ

日本総類学会昭和44年度大会として下記のスケジュ ーノレで，講演，総会，懇親会を行な

います。参加希望者は 9月10日までに福島 博氏 (〒171東京都豊島区長崎 1-14-5) 

へ述絡して下さい。とくに懇親会は会磁の都合がありますので変lJiなきょう，出欠をお知

らせ下さい。

1 期 日 昭和44年9月27日(土〕

2 場 所 神奈川県労働福~Jl:セ ンター(横浜市中区山下1I1J255の 1. Tel. 681-8151. 

国電機子線関内訳下車，歩いて約5分)

3 スケジュール

館脇正和(北大 ・海藻研)ー緑藻とくにヒトエグサ属の変異性・…… .9 : 30-10 : 00 

小林艶子 ・福島 博*(繊浜市大 ・文理)一羽状ケイ君事の変異性……・・10・00ー10・30

秋山和夫(東北水産研)ー褐謀コンプ糾とく にワカメ属の変異性 ....10:30ー11・00

熊野茂(神戸大 ・理〉一淡水産紅謀とく にカワモヅク属の変異性...11・00-11: 30 

斎藤 譲(北大 ・水産)ー海産紅謀とく にソゾ属の変異性…・ー…・・・・11: 30ー12・00

ff'I:食休憩

評 議 員 会 ・・ ・・・・ ・・・・ー・・・……………………-…...・… ・・12:00-14 : 00 

広瀬弘幸 (神戸大 ・理)一国際植物学会議に参加して .....…………14: 00-15 : 00 

総会 ......................................................................15:00-16 : 30 

懇親会 .於高珍楼(中撃街).会資 1.000円…………・……………・17・30-20・30

1長浜市申区山FHlT255の1TEU681l 8151 (イtl



.6. とヒ
ヨ玄 口

昭和 44年 4月より日本藻類学会事務局が

下記 に 移りま し たので， お知らせいた し

ます。

記

神 戸 市 灘区六甲台神戸大学理学部

生物学教室内 日本務類学会

(郵便番号 6 5 7) 

第 16回 総会 に おいて昭和 44年度から会費

を次 の如く 改正する乙と に なりま し たの

でお 知らせし ます。

(1)園 内 会員

(2)外国 会 員

(3)ノ〈ックナンノ〈 ー

800円

3米ドノレ

各巻 800円

(4)予約購読料 (非会員の誌代〉年間 1， 2 0 0円
， 



原口・小林:Batrach田 permummoniliformeの本体発出 61 

Batrachospermum moniliforme ROTI王
のシャントランシア期直立体を経由しない

本体の発出について

原口和夫*・小林 弘帥

K. HA.RAGUCHI and H. KOBAYASI: On the differentiation of 

the thal1us，)f Bxtrachosρermum moniliforme ROTH directly 

from the prωtrate thal1us of the Chantransia-stage without 

forming erect parts. 

カワモズクがその発生の途上でジャントヲンシア期を経由するととが SIRODOT7】に

よって報告されてから久しいが，わが国においても斉図的，広瀬・瀬戸3}，吉図的らによっ

て同様の結果が確認されている。すなわち胞子が発芽するとジ守ントランシア期とよばれ

る糸状体になるのであるが，乙れには水平に伸びるものと.それから発出する直立体の 2

種を区別する乙とができる。普通カワモズクの本体はとの直立する糸状体の側枝のーっと

して分化する。

ところがすでに BRAND1)が指摘しているように，本体の発出は必ずしも直立糸状体

に限定されているわけではなく，水平糸状体からも，また皮層細胞のたれ下がった糸状体

からも分佑する場合が見られる。広瀬・瀬戸3)も同様の観察を行なっている。筆者らは，

偶然にも夏期の高温をさけるため，培養中の水平糸状体を 100Cの低温室に移したととろ，

同じく水平糸状体から直接本体の分化するのを確認するととができた。巣胞子の発生につ

いての若干の知見を加えことに報告する。なお本研究に有益な助言と援助をいただいた国

立税学博物館千原先雄博士に深く感謝する。

1. 使用した材料

用いた材料は埼玉県川越市字仙波の湧水中と，岡県入間郡日高町字女影の仙女池(溜

池)から流下する細講中に生育していたものである。乙の種類は全形においてSmODOT7)

の B.moniliforme ROTHの記載と一致し，受精毛の形鼠 (Figs.13ー15)ではKYLIN的

本埼玉県大和町立大和中学校

紳東京教育大学理学部植物学教室(東京都文京区大塚3-29-1)

The Bul1etin of ]apanese Society of Phycology， Vol. XVII， No. 2， 61-65， Aug. 1969 
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62 務 ~ì 第 17巻第 2 号 11百手[144 年 8 月

10 20)' 

Fig. 1-15. Batrachospel'mum moniliforme ROTH 1， liberated carpospore; 
2-5， rormation of the germ tube and the initial cell from carpospore; 6-8， 

ini tia 1 branching of the prostrate日lament; 9-10， branched prostrate 日lament

forming monospores; 11， early stage in the developement of the thallus of 

Batrachospel'mum; 12， adult shoot arising as lateral branches of the prostrate 

fdament; 13-15， pre. and post-fertilization stages showing spermatium and 

trichogyne. 
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原口・小林 :Batrachospermum mOlliliformeの本体発出 63 

の記述によく合う。また Table1に示すように造果校と造果器(受精毛を含む)の長さ

も熊野・広瀬・瀬戸4)のデーターと一致する。したがって B.moniliformeと同定してま

す間違いのないものと思われる。

Table 1. The length of th直 carpogon-bearingbranches and the 

length of the carpogons of the present materials in 

comparison with those of KUMANO et al. 

¥¥¥Sp匂 imens1 _ _ : . _ _ _ _ _ _ ̂ 1 11 Ku凶ma祖an∞oe自ta
| 11234567891ω01 mean 11 Portions¥¥ L. .) ':1 ¥.J 0 0 '::J J.V I JJloc;OU  I|仰 62)(me叫

句 gon I… 
ca釘r∞E四均!on-b恥earin阻E沼l! 1 ~^ ~^ ~~ _~ ~_ ~. ~. ^^ ^^ ~. 1 ~^ _ 11 

t"'~~"~~~'''''' 1 60 50 66 75 51 54 54 66 60 51 I 56.7 11 55.84 br釦 ch I uv .JV UU  10.) ..J.L -.J"t: o.J":t uv vv oJ.l. ! o.JV.' 11 

ll. 培養による観察

1967年4月27日約10cmに育った藻体を採取し， ζれを井戸水でよく洗つてのち，底に

スライドを沈め，同じく井戸水を満した腰高シャーνに浮かせた。そのまま果胞子の落ち

るのを待ったところ 5月5日になって果胞子が放出されたので藻体を取り除き，そのまま

室内で培養を続けた。

放出された果胞子は赤褐色で直径 12-13μ(Fig.1)あり，単胞子よりはやや大きい。

多少の遅速の差はあるが，やがて突起ができ発生が始まった。突出部がふくらみ胞子の直

径とほぼ等しい 1仰ぐらいになると，胞子の内容物は発芽管に移動し胞子と発芽管の聞に

隠壁が形成され，この部分に明瞭なくぴれ (Fig.2-6)ができてくる。

5月中旬になると水平にはう糸状体は数細胞に伸び，胞子から 2番目の細胞から分校

が姶まった (Fig.6-8)。糸状体が生長するにしたがって，他の細胞からも分校が起こる

が，最初の分校にはある種の法則性が認められ， 従来は B.moniliformeで行なった

KYLIN u)の観察でも，また種名未定の九州産の種類で行なった吉田つの観察でも，共に胞

子に隣り合う最初の細胞から起こるものと考えられてきたものである。乙の点筆者等は異

なった結果を得たわけである。今回の観察では大部分のものは 2番目の細胞から最初の分

枝が起こり，基底細胞からのものは5%にも達しなかった。

その後藻{本におとろえが見え始めたので，養分の補給を考慮して培養液を井戸水から

ポーノレドの基本培養液(千原)2)に切りかえ培養を続けたところ水平糸状体の先端に単胞

子の形成 (Fig.10)が見られた。

7月になって室温が 300Cにもなる日があるため，培養ジャーνの一部を 100Cの低

温室に移し，昼光色蛍先灯下 (11，000lux)での低温培主主に切り換えたところ 7月下旬

- 3一



64 藻 類 第17巻第2号昭和44年 8月

になって水平糸状体から直接カワモズク本体になる枝 (Fig.11)が立ち上がってきた。

8月中旬には乙の枝に側枝がつき始め (Fig.12) いよいよカワモズク本体の幼体である

ことがはっきりしてきたのであるが，その後急速に単細胞緑藻が発生し，以後の継続観察

はできなくなった。

JU.考察

Nema¥ionalesに属する淡水産紅藻の多くは発生の初期にジキントランシア期を経由

するものと考えられている (SMITH)7】。カワモズクでは周知のように， 5月頃果胞子が

完熟し，すぐに発芽して水平糸状体のまま夏を越す。 10月下旬になってこれから直立糸状

体ができ単胞子をつけると同時に側枝のーっとして本体が分他してくるものである。カワ

モズクがこのような季節的褒化を示す主要因は，多くの研究者によって共通に考えられて

いるように，水温であることは疑う余地のないことであろう。もしもある一定の温度低下

がカワモズク本体の分化を決定するものと仮定すると，筆者等の行なった低温処理が水平

糸状体に直立糸状体を生ずることなく，直接本体の発出を促したものと考えられる。いず

れこのことについては引続き温度条件を変え追究してみたいと思う。

Summary 

1t is well lmo明 1that the adult shoots of Batrachospermum arise， as a rule， from 

the erect system of the Chantransia.stage. As already reported by BRAND (1895) and 

HIROSE et al. (1959)， they may however arise directly from the prostrate system of 

the same stage. 

During the course of our culture study on the germination of carpos伊 re，it became 

difficult to continue the cultivation due to the high temperature of summer.τnen the 

culture jar was moved to the cold room controled at 10oC. About one month later， 

the adult shoots were originated as a lateral branch of one of the creeping filaments 

started from carpospores Iiberated on May 5 in 1967. These are shown in Figs. 10 & 

11， and the stages in germination and somewhat developed creeping filaments from which 

the sh∞ts arose are also shown in Figs. 1-10. 

The di妊'erentiationof the adult shoot of B!ltrachospermum moniliforme ROTI王

collected in the vicinity ofTokyo seems to be affected by the lowering of the water 

temperature. 

文献

1) BRAND， F. (1895) Ueber Batrachospermum. Bot. Centralb.， 61: 280-284. 2) 千

原党雄 (1967)簡単な藻類培養液三つ，藻類 15(1) : 51-54. 3) 広瀬弘幸・瀬戸良三

(1959)カワモズクのシャントヲンジア期に関する新知見.藻類 7(2) 52-58. 4)熊野
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中庭:紅諌ナガオパネ茨城県に産す 65 

茂・広瀬弘幸・瀬戸良三 (1962)カワ毛ズク属3種の変異.植雑72(88η199-204. 

5) KYLIN， H. (1917)むberdie Entwicklungsgeschichte von Batrach'Jspermum monili 

forme. Ber. deut. Bot. Ges.， 35 : 155-164. 6) 斉田功太郎(1887)パトラコスペノレマ

ム属の発生.植雑 1(3) :51-53. 7) SIRODOT， S. (1884) Les B2trachospermes. Paris. 

8) SMITH， G. M. (1950) The fresh.water algae of the United States MgHill. New York. 

9) YOSHIDA， T. (1959) Life.cycle of a species of B必rachospermumfound in Northern 

Kyushu， Japan. Jap. Jour. Bot.， 17 (1) : 29-42. 

紅藻植物ナガオパネ Schimmelmannia

ρlumosα(SETCHELL) ABBOTT茨城県海岸に産す

中 庭 正 人事

M. NAKANIW A: Occurrence of Schimmelmanniaρlll1nosa (SETCHELL) 

ABBOTT in lbaraki Prefecture. 

ナガオパネ Schimmelmanniaplumosa (SETCHELL) ABBOTTはイトフノリ税

(Gloiosiphoniaceae) に属する濃い紫紅色の羽恨を思わせる美しい海藻である。この海藻

は， 1912年に SETCHELLにより， アメリカのCalifornia州の PacificGroveで採集した

標本を基準にし，新属新種の Baylasiaplumosa SETCHELLとして発表された種であっ

た。その後，額JI!T)， ABBO廿リの研究により，この藻はリュウモンソウ税(Dumontia

ceae)に属するものではなく，イトフノリ斜の Schimmelmannia属の 1種とすることが適

当であるとされ現在にいたっている。

私は，数年来茨域県産海藻のフロヲを調査しているが，ナガオパネを次の2地点で採

集するととができた。すなわち，目立市久慈浜(1968.3. 3)の久慈JIIJI旧附近(図 1)

と，目立市河原子 (1969.2. 8)である。いずれも，波が直接あたって，しぶきが流れ落

ちる低瀬線付近の岩上に生育していた。乙れは，茨域県沿岸では初めての記録である。

日本およびその近海におけるこの海潔の分布についてみると，まず，岡村~)は江ノ島

で発見し， 1926年わが国で開催された太平洋学術会議の折に，来日された SETCHELLに

同定していただいて，この種にあてたと日本藻類図譜に報告している。 1936年の同博士的

キ茨城県立目立第二高等学校(茨域県日立市桜川町4-18-9)

The Bulletin of Japanese Society of Phy∞logy， Vol. XVII， No. 2， 65-67， Aug. 1969 
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66 漠類第17巻第2号昭和44年 8月

D日本海藻誌には産地として，江ノ島と因幡

東村の2ケ所があげられている。その後，瀬

JW)は伊宣大島と三宅島で採集し，広瀬2)は

兵庫県香住で採集し，千原(私信〉は伊豆半島

の須崎と吉佐美で採集したとのζとである。

なお最近韓国の KANG3)1)は， ζの海諜

を日本海のウツリョウ島で僅か数個体ではあ

るが採集したと報じている。

以上の乙とからもわかるように，日本近

海におけるナガオパネの生育の知られた地域

は極めて数が少ない。しかも，その生育地の

いずれもが，温情性海域である。今回私がナ

ガオパネを発見した目立市付近は，特に冬期

に寒流の影響を顕著に受ける地域であり，乙

の点興味ある新産地といえよう。

千原博士によると，ナガオパネの type

localityである PacificGroveは緯度の上で

は茨戚県と，ほぽ同じであり，またその地の

海況や海諜植生の様子は茨城県や東北三陵地

、It

， 

図1 ナガオパネ Sch抑制lmannia
ρlumosa (SETCHELL) ABBOγr 

(目立市久慈浜虚〉

， 

方のそれらと多少似ている点があるという。ナガオバネと同じように S;;:TCHELL博士に

より新種として記録された typelocalityを SanFranciscoにもつミチガエソウ (Pikea 

californica号ETCHELL) が目立付近や隣の福島県沿岸に多産する事実と相倹って，茨城

県におけるナガオパネの生育の発見は，海産植物の地理的分布を考える上で興味深い事実

を提供したものといえよう。なお，ナガオパネの生育は，藻体の発見された岩上に，翌年

再び，藻体を見る乙とはまずないという。しかも，今まで発見された藻体は配偶体のみで

あって，四分胞子体の生育は知られていない。今後の継続的観察により，乙の海藻の季節

的消長をはっきりさせたいと思う。

稿をまとめるにあたり，いろいろと教示下されたうえ，貴重な文献をいただき，本稿

をご校関下さった国立税学博物館の千原先雄博士，また常日頃ど指導をいただいている恩

師茨成大学教授佐藤正己博士に深謝する。なおナガオパネの標本の一部は，国立斜学博物

館および茨城大学におさめた。

Surnrnary 

In the course of my study on the marine flora of the coast of Ibaraki Prefecture， 

I have encounted a beautiful and rare red alga， Schimmelmannia plumosa(SETCHELL) 

ABBOTT， at two localities: Kujihama and Kawarago in Hitachi City. They were 
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discovered on rocks at the low('r intertidal zone exposed to surf wave. This is the 

first record of this alga from lbaraki Prefecture. It is interesting to note that this alga 

was found for the first time on the coast of lbaraki and adJacent regions. From the 

distributional point of view， the present alga is as noteworthy as Pikea californica. 

文献

1) ABBOTT， 1. A. (1961) On Schimmelmannia from California and ]apan. Pacific 

Natura1ist， 2 (7): 3 -8. 2) 広瀬弘幸 (1958)但馬産海藻目録.兵庫生物 3:3. 

3) KANG， J. W. (1965) Marine algae of Ulrungdo Island in ]apan Sea. Bulletin of 

Pusan Fisheries College. 6: 41-58. 4) ー(1966)On the geographical 

distribution of marine algae in Korea. Bulletin of Pusan Fisheries College. 7: 1-137. 

5) 岡村金太郎(1927)日本藻類図譜 V (9): 159-180. 6) 一一一一一(1936) 日本海

藻誌.東京. 7) 瀬川宗吉(193めナガオパネの袋果の出来方.植物及動物， 6 (12) : 

17-20. 

隠岐諸島産クロキヅタ

CauleψαscalPelliformis var. denticulata 

の遊走細胞の放出孔形成について*

萩原 修**・広瀬弘幸料

O. HAGIHARA and H. HIROSE: On the Formation of the 

Liberation tube of Ca!tleゆascalpellグormisvar. 

d初ticulataof Oki Islands* 

イワヅタ属 Caul.erpaの配偶子が放出される際には， まず葉状体上に長い突起が形

成され，突起の頂端が関孔してそとから放出されるととは既に DOSTALl)2)がC.prolifera 

と C.ollivieriについて報じ，ついで SCHUSSNIG71的も C.prolφmの扇平部上に生す

本文部省斜学研究総合研究 No.4086

柿神戸大学理学部生物学教室(神戸市灘区六甲台町1の34)

Department of Biology， Faculty Qf Science， Kobe University， Nada， Kobe， ]apan 

The Bulletin of ]apanese Society of Phyco¥ogy， Vol. XVII， No. 2，67-70， Aug. 1969 
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68 藻類 第 17巻 第2号昭和 44年 8月

る放出管を通じて遊走細胞が放出される有様を図示した。また !YENGAR4)もC.racemosa 

var. UV俳raについて配偶子の形成とその接合とのみについてのべたが放出管の形成につ

いては観察していない。

わが国では三宅駿一・国枝涛6)がへライワヅタ C.brachyρIlSの有性生殖について研

究し，配偶子の放出及ぴその接合，更に接合子の 2ヶ月後の様子を報告している。また放

出管がほぼ円筒形であり，先端に比べて基部がわずかに太く，長さ2.0mm~0.8mm，巾0.17

mm~0.13mm であるとした。山田幸男10) は那覇にイチイヅタ C. taxifoliaの産する事を報

告し，同種の扇平部の表面から放出管が生じている様子を図示した。この種の放出管は長

さ約1mm~1. 5皿，直径150μとなっている。

時間旬s9)は同じく那覇でピャクシンヅタ C.cupressoides var. 

typicaの放出管と遊走細胞を観察している。

また縄村光男o)は隠岐諸島産のクロキヅタ Caulerpascalpelli-

formis (R. BROWN) AG. var. denticulata (DECSN.) WEBER 

VAN Bos. *の成熟季節について調査研究し，隠岐諸島の西の島，

美田湾におけるクロキヅタの成熟は 6月中旬に始まり 7月下旬に

ほぼ終了するが8月下旬までは僅かノ戸らも成熟が継続することを述

べたが，遊走細胞放出のための放出管の存仮については報告しなか

った。

筆者等は1965年の7月下旬， 1966年の4月下旬と 8月下旬の 3

回にわたって隠岐諸島の西の島の別府湾内見付島南西の水深約3m

の場所で本種の研究調査を実施した。 4月下旬， 7月下旬の調査で

は扇平部に何ら変化した様子は観察できなかったが 8月下旬のも

のでは扇平部がかなり厚くなり途中から副校や仮根を出しているも

のが多数みられた。そしてまた扇平部の体内が縞模様になって成熟

した様相を呈しており (Fig.1)，扇平部の両側ともその表面から

多数の放出管の生じている姿が観察された。放出管の生ずる位置は

互に何等の規則性もみられなく，全く不定であった。 (Fig.2-C)。

放出管はこん棒状をなし，長さ1.3mm~2.6瑚， その直径は基

部で 120μ~220μ，先端部で 120μ~ 160μあり，管の全長を通じて

ほとんど同じ直径であって，ヘヲイワヅタ C.brachypusやイチイ

ヅタ C.taxifoliaで報告された放出管とよく似ている (Fig.2-A，

B)。しかし C.proliferaで報告されたような， さき細りの管は 1

つも見当らなかった。また放出管は時折2肢に分れていた (Fig.2-

Fig. 1. 

隠岐島産クロキ

ツeタの成熟した葉

体の 1部。体内の

縞模様と不規則に

配列された放出管

を示す。 x%

*本種の学名は C.scalpelliformisの変種 var.denticulataよりも var.typica ~，こ当

てたい考えであるが，乙れについては稿を改めて後日述べたい。
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A “強議議機線 .R 

Fig. 2. 放出管の形成を示す。 A，B，こん棒状の放出管の形態を示す。

x 120 C，細胞内容の縞模様と放出管の配列を示す。 x2.5。

C)。また放出管は既に脱色した扇平部上には見られないので，遊走細胞が放出された後

はすみやかに消失するように思える。

~:i者等が喜主体の成熱と放出?ぎをみたH寺Wlは水温が年間を通じ最も高くなった時であ

り，君主村j)も同線の件について報じているので，これらをあわせ考えると，クロキヅタの

生殖活動が始まるためには環境水温が高混でなければならぬ事が考えられる。

Resume 

We have happily found the fertile thalli of Caulerpa scalpelliformis var. denticu-

lata and the Iiberation tubes built on them in late August of 1966. The cell contents 

of the fertile thalli were arranged somewhat stripedly. The liberation tubes were long， 

rod shaped， with almost same diameter through the whole length， 1. 3mm~2. 6mm in 

length and 120μ~160μ in diameter at the apical portions and 120μ~220，1l at the basal 

portions and were scattered irregularly on the whole surface of the thallus just like 

those of Cauler抑 prolifera (reported by DOSTAL and SCHUSSNIG)， C. brachypus 

(reported by Mry AKE and I<UNIEDA) and C. taxifolia (reported by YAMADA) 

引 用 文 献

1) DOSTAL， R. (1928a) Zur Frage der Fortpflanzungsorgane der Caulerpaceen. Planta， 

5・622-634. 2) (1928b) Sur les organes reproducteurs de Caulerpa 

prolifera. C. R. Acad. Sci.， Paris， 187 : 569-570. 3) FRITSCH， F. E. (1965) 
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Structure and reproduction of the algae 1 Cambridge Univ. Press.， London. : 383-385. 

4) !YENGAR， M. O. P. (1940) on the formation of gametes in Caulerpa. Jour. Ind. 

Bot. Soc.， 18 : 191-194. 5) 梶村先男(1968)天然記念物隠岐島産クロキヅタの成熟季

節について.藻類 16(2) :100-105. 6) MIYAKE， K. and KUNIEDA， H. (1937) On 

the sexual reproduction of Caulerpa (Preliminary note). Cytologia 8 : 205-207， Figs. 

1-11. 7) SCHUSSNIG， B. (1929) Die Fortopfl印刷ngvon Caulerpa prolφra. 

Oesterr. Bot. Zeitschr. 78 : 1-8. 8) 一一一一一一一 (1960)Handbuchder Protophyten 

kunde 11. V. G. Fischer Verl. Jena: 746. Figs. 573-574. 9) 時田郷(1953)イワヅタ

とサボテングサの遊走細胞. 藻類 1(1) : 28-29. 10) YAMADA， Y. (1934) The 

marine Chlorophyceae from Ryukyu， especially from the vicinity of Nawa. Jour. Fac. 

Sci. Hokkaido !mp. Univ.， ser. V， III， (2) : 67-$8， Fig. 37. 

ノリの人工培養に好適した優良品種の選れ

寺本賢一郎*・木下祝郎*

K. TERAMOTO and S. KINOSHiTA: On the selection of 

excellent forms of Porphyra suitable for the artificial culture. 

ノリ養殖において，優良品種の育成は生産性を向上させる重要な課題である。

須藤 2)4)はアマノリ属の種間および問題の地方品種間で人工交雑を行なったが，これ

によって優良品種が得られる可能性はかなり仮く，天然での交雑や突然変異によって生じ

た優良品種を選沢するのが，むしろ実際的であると報告している。

優良品種の分離育種に関しては，昭和37年度から適地適種浅海増殖指定研究の一環と

して行なわれ，人工培養での出較試験例3)も報告されている。

本報はノリの人工培養に好適した優良品種を選沢する目的で，国内各地の54品種を培

養し，生長を比較したものである。

本文に入るに先立って，ノリ糸状体の分与を賜わった東海区，花海道区水産研究所，

および鹿児島，山口，広島，岡山，兵庫，愛知，静岡，神奈川，千葉，宮城，岩手の各県

水産試験所の方々に感謝の意を表します。

*協和醗酵工業株式会社東京研究所(東京都町田市旭町3-6-6)

The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XVII， No.2， 70ー 75，Aug. 1969 
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材料 およ び方 法

アサクサノリ28品種，スサピノリ 12品種，ウタスツノリ 2品種，ツクシアマノリ 2品

種マノレパアマノリ 2品種，ウツプノレイノリ 6品種，チジマクロノリ 2品種の糸状体貝殻を

材料とした。品種は産地名で表示し，同産地でも入手の経路や年次の異なるものは別の品

種として扱った。

糸状体は遮光 (1.000-2.000lux)の屡外で垂下培養し充分に生長させたのち，水温

280Gの惇lに移して3ヶ月，蛍光灯 (1.000lux)を毎日 8時間ずつ照明し，胞子獲を形成

させた。

糸状体から放出された胞子は，ナイロン撚糸に着生させ，40lの人工海水中に定置し

て，水温16-180Cで通気しつつ幼芽に生長させた。長さ 0.5-2cmの幼芽は糸からはずし

て.50， 75または100lの人工海水に浮遊させ，水温 n-130Cで炭酸カeス0.1-0.15%を含

む空気(暗期は空気だけ)を通入して撹詳しつつ成業体に生長させた。

光源には天然色蛍光水銀ランプを用いて照度5.5oo-8.500l，はとし，幼芽期，葉体期

ともに毎日 8時間ずつ照明した。人工海水は既報(藻類， Vol. XVII. No. 1)の組成で，

比重1.020，pH 8.0である。

塙養中は7日ごとに海水を更新した。成熟した葉体は，すりつぶして大理石板 (6x6

x 1cm)に果胞子付けし，次代の糸状体を得た。

胞子の形成・放出，幼芽・葉体の生育，果胞子の形成，糸状体生育などの諸条件は，

ノリの種や品種によって相違する乙とが予想されたが，本報ではすべての品種に対して上

記のような一定の磨養条件を適用した。設定された培養条件に好適した品種を探索するた

めであり，選沢の基準としては生長速度を重視した。

結果および考繋

糸状体から放出された胞子を成葉体まで嬬養し，その生長速度を比較した。表1はそ

の結果である。図 1には 3品種の生長経過を示す。糸状体は2代目のものを用いたが，こ

れは混在する他品種を分離するとともに母藻に由来する栄養生理上の影響を除くためであ

る。

生長速度は， 30-51日目 (3週間)の葉体について，次式によって求めた。

Iog WdW1=T. Iog (1+Rj100) 

W1は30日目， W2は51日呂の葉体重量(gwet)， Tはその日数 (21days)，Rは生長速度

(%jday)である。

30日以前の幼芽期は，多くの品種でほぼ同様にはやく生長したが， 30日以後，成熟開

始までの葉体期の生長では品種ごとに顕著な差異が認められた。戚熟開始の時期は50目前

後から60目前後まで品種によって差があり，それ以後の生長速度は急激に値下した。した

がって，各品種に共通な30-51日の生長旺盛な期間について生長速度の比較を行なった。
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表1 ノリの品種による生長の差異

品 種 |生長速度*1生育期間柿|備 考料*

アサクサノリ・愛知
962/9.d6 ay d5a0 ys 

// -宮城(万石浦) 26.5 50 2) 

// -福島(松JII浦) 25.8 55 3) 

// -広島(水呑) 23.9 55 4) 

。 -和歌山(和歌浦) 20.5 55 め
4ア -熊本(玉名) 20.5 60 6) 

スサピノリ・千葉(検見JII) 22.0 55 2) 

。 . 。(浦安) 21.1 60 η 
// . グ(千葉) 20.5 60 8) 

ウタスツノリ・ ~IJ海道 13.0 55 1) 

ツクシアマノリ・鹿児島(喜界島) 13.1 55 9) 

マルパアマノリ・廊見烏 10.1 60 

* 30-51日の葉体の生長速度
紳 成熟開始までのおよその期間
紳 * 入手先と年月日:1).広島水誠 (Aug.27， 1965) 2).千葉水試 (Aug.

7，196め 3).同前(J飢.25， 1962) 4).愛知水試 (Aug.30， 1962) 
5) .同前(Jul.10， 1964) 6).荒尾市漁家(Jun.2， 1965) 7).浦安町
漁家 (Feb.5， 1964) 8).千葉市漁家 (J釦.25， 1962) 9).魔児島水試
(Aug. 23， 1965) 
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図1 ノリの品種による生

長の差異

A:アサクサノリ・愛知

F: グ ・福島

(松川浦〉

K: // ・熊本

(玉名〉

60 



寺本・木下:ノリの人工培養に適した品種の選択 73 

試験した54品種のうち，生長速度 20%/day以上の成績を示したものは，アサクサノ

リ6品種，スサピノリ 3品種である。それぞれ供試した品種数の14ないし%に相当する比

率であった。ウタスツノリ，ツクジアマノリ，マノレパアマノリなどの生長は，幼芽期には

アサクサノリやスサピノリと同程度であるが，葉体期になってから著しく低下し10-13%

/dayの生長速度にとどまった。

チシマクロノリは，糸状体からの胞子放出がなかった。ウッフ。ノレイノリでは島根産の

一品種(千葉水試より， Aug. 7， 1965入手〉が生長速度 26.5%/day，生育期間60日の好

成績を示したが，果胞子形成がみられず2代目糸状体は得られなかった。

人工培養条件で継代が可能であり，生長良好な成績を示した品種は，アサクサノリお

よびスサピノリに属するものであった。とくにアサクサノリでは，愛知産，宮城産，福島

産，広島産の 4品種が，24-30%/dayの著しく高い生長速度を示した。このほか岡山水試

No.14品種(アサクサノリ?， May 25， 1963入手)も生長速度 23.9%/day，生育期間

55日を示し，上記に近い成績であった。乾ノリの品質は，愛知産と宮城産は党沢に乏しく

不良であったが，福島産と広島産は先沢・色調・触感・旨味・香気などの点で極めて優れ

ていた。

広島産アサクサノリについて，生長のはやい個体を選沢しつつ 4代目まで継代した。

2-4代目の糸状体から放出された胞子を成業体まで培養したときの生長経過を図2に示

す。各代における30-51日の生長速度および生育期間は次のようであった。

2吋 generation 23.9%/day 55 days 

3rd ィク 27.2 // 55 グ

4th グ 30.5 ク 50 // 

g 
2000・. 

図2 継代選択による生長

の向上

500 i /目// 材料:アサクサノリ・

〆
広島(水呑)

ローマ数字は継代数を

表わす
3 

50 
+' 
Q) 

主

10 

5F  ' 
~O 40 50 60 

days 
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乾ノリの品質は各代とも同じであった。継代によって生長速度は顕著に向上したが，

生育期聞は短縮される傾向を示した。類似の傾向はアサクサノリの品種相互間でも認めら

れ，生長のはやい品種ほど生育期聞が短かかった。

継代による生長速度の向上は，広島産以外の他の品種では余り顕著でなく，例えば福

島産品種では継代しでも生長速度は 26%/d.りのまま変らなかった。純系になっているた

めと考えられる。

スサピノリは継代ごとに生長速度が低下したが，これは培養条件の不適合に起因する

らしい。アサクサノリは養殖ノリとしての歴史が古く，現在の養殖法に適した優良品種の

選択が無意識的にかなり進んでいると考えられている(須藤 1)。本実験では，設定した

人工培養条件がとくにアサクサノリに好適していることとも関連して，アサクサノリに属

する多くの品種が優良品種として選出される結果になったと推察される。

Summary 

An attempt was made to select excellent forms of Porthyra suitable for the 

artificial culture. 

The growth rate was compared on each 30-51 days old fronds of the following 54 

forms belonging to P. tenera， P. yezcensis， P. kinositai， P. cristata， P. subcrbiculata， 

P. tseudolinearis and P. umbilicalis. 

Cultures of P. tenera from Aichi， Miyagi， Fukushima and Hiroshima grew rapidly 

at the rate of 24-30% per day. Particu¥ar¥y the cli!tures from Fukushima and Hirosh. 

ima showed superior qualities for the dried ¥aver product. 

Growth of the culture from Hiroshima advanced in the rate from 24 to 30% per 

day， through the subsequent two generations. On the other hand， growth of the cu¥ture 

from Fukushima remained a constant rate of 26% per day through successive generations. 

文献

L 須藤俊造 (1961)アサクサノリの大量培養について・農産加工技術研究会誌 8(1) : 

52-59. 2. 須藤俊造(1963)アマノリ腐における属内および種肉交配・日本水産学会誌

29 (8) : 739-748. 3. 愛知県水産誠験場 (1964)昭和38年度適地適種浅海増殖指定研

究， のり全浮動養殖における適正品種と施肥・(昭和39年5月). 4. 須藤俊造 (1965)

交雑用材料とその扱い方一藻類・水産生物の宵種に関するジンポジウム講演要旨集:11-13 

(昭和40年10月). 
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ノリの人工培養における数種の病害について

寺本賢一郎*・木下祝郎*

K. TERAMOTO and S. KINOSHITA: 白1some diseases occurred 

in the artificial culture of Porphyra. 

ノリの人工培養は，自然界と隔絶され人為的に管理された環境条件で行なわれる。し

たがって，海での養殖のように病害が頒発するととはないが，培養条件の変動や病原生物

の侵入によって時として病害が発生し，収穫の減少または品質の値下を招く。

人工培養において今までに経験されたノリの病害には，厳密な意味で病害とは言えな

いものも含めて，珪藻・蕗藻の混生，赤腐れ，芽いたみ，仮根の石灰付着，新しい細菌性

病害などがある。これらの病害の症状，原因，対策について観察した結果を報告する。

材料および方法

アサクサノリおよびスサピノリを材斜とした。とれらの大理石板上の糸状体から放出

された胞子を，人工培養条件で幼芽を経て葉体まで育てた。

胞子の着生したナイロン撚糸の枠を 4ω の人工海水を満たした硬質塩化ビニール憾

に定置して，空気を通入しつつ幼芽に生長させた。水温は 16-180Cとした。

長さ 0.5-公mになった幼芽は糸からはずして， 50， 75または 1001の人工海水を満た

した硬質塩化ピニーJレ摺で，炭酸ガス 0.1-0.15%を含む空気(暗期は空気だけ〉を通入

し撹持しつつ浮遊状態で培養した。水温は11-130Cとした。

J'6源には天然色蛍先水銀ランプを用い，照度5，500-8 ，5001uxで1日8時間ずつ照射

した。人工海水はJIS1級試薬と井水で作製した既報(藻類， Vol. XVII， No. 1)の組成で

比重1.0却， pH8.0である。培養中，海水は7日ごとに更新した。

結果および考察

1. 珪議・藍藻の混生: 糸抗体基質には珪藻・麓藻が付着しており，乙れがノリの

人工培養に混入して増殖した。.

珪藻には Melosilasp.と Synedrasp.が多かった。幼芽の着生培養で糸についた珪

藻は，週1回の海水更新のとき軟かい毛のプラシで払い落した。浮遊措養に移した索活本は

海水更新のたびに洗うので，珪漢は急速に減活かした。 しかし，虚弱で生長の遅いノリに

*協和醗欝工業株式会社東京研究所(東京都町田市旭町3-6ーの
The Bul1etin of Japanese Society of Phy∞logy， Vol. XVII， No. 2， 76ー 79，A.!曙 .1969
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は，しばしば Synedrasp.の増殖が認められた。乙の属の珪議には腐生性のものがあり

(小久保 7)，局部的な死細胞に寄生し，周囲の細胞を侵しつつ群体をつくって増殖する

と考えられる。

弁水の代りに純水〈イオン交換樹脂による脱塩水)を用いてつくった人工海水では，

珪獲増殖を抑制できるが，それに代って豊富藻の SynechococcusSp.や OscillatoriaSp.が

鍾占種となった。乙れらは幼芽の着生している糸を厚く被審査し容易に脱落しないため，珪

護よりもむしろ甚だしい障害を与えた。

珪藻・叢藻を完全に阻止するためには，フリーリピンクe糸状体を用いたノリの単藻培

養が必要と恩われる。

2. 赤腐れ: 海での養殖ノリを持込んで培養したときに付着混入し，人工培養中

の他のノリに伝染した。病斑の細胞には PythiumSp.の菌糸が認められ，赤腐れ舗崎 1

など)と同じものであるうと考えられた。幼芽では発病せず，lcm以上の業体にだけ病斑

が現われた。

病菌の根絶には橿病業体の廃棄と，培養糟，器具，作業者などの徹底的な消毒を行な

った。幼芽には非イオン性界面活性剤処理(山内 9)を適用し，ノニオン NS-208 (日本

泊脂K.K.) O.04ml/lを含む海水中に 1時間静置後，迅速・入念に洗推量する処理を3日お

きに3-4回続けた。

糸状体に病菌が潜伏して越夏することはないらしく，擢病葉体を用いて果胞子付けし

た糸状体でも.それから放出された胞子は健全な業体に育った。

3. 穿いたみ: 人工培養における芽いたみは通気量の不足によって発生した。乙れ

が海での養鏑ノリの芽いたみ(赤坂h田村久野沢 Sなど〉と同一であるとは断定できない

が，病状は極めて類似している。

長さ 3-5mmの幼芽の倍養において暗期の通気を止めると.3-4日で幼芽が丸まっ

てよじれ樋色して脱落した。長さ 2-3cmの業体では暗期の通気を止めても僅かな生長停

滞を示すに過ぎなかった。幼芽生長に対しては陪期の通気が極めて重要であると言える。

ノリの幼芽および葉体の呼吸量を測定した結果は表1の通りである。長さ lmm前後

表1 ノリの大きさによる呼吸量の差異

材 料 |平均業面積|呼 吸 量

mm2 〆02/hrs，ノ200mgwet 
アサクサノリ 1.4 76.3 

(広島・水呑) 122 33.2 

アサクサノリ? I 
〈岡山水詰No.14)

スサピノリ | 

(千葉・浦安)

1.4 

63 

1.4 

168 
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の幼芽のI呼吸量は長さ 2~3cmの葉体に比絞 して約 2 倍大きい。幼芽では1呼吸能が高いた

めに酸素不足のもとでは自己分解を起し，個体が小さいとととヰI~Iまって急速に決定的な被

害をうりると考えられる。

4 仮恨の石灰付着・ 糸からはずして浮遊培養しているノリZ実体の仮線部にカノレシ

ウム塩の白色無定形粒腿(径 O ， 5~lmm以下)が付着し，顕微鋭で観察するとカリフラワ

ーのように見える (1玄11，A)。 乾ノリにしたとき灰色のJ;';l'1点にな り品質を損なう。

また，生長の)/}f;い礎体には少なく ，&:長l圧械な礎体を夜i密度で培養するときに，大き

い舵腿ができる。 illiI皮の先合成に伴なう海水 pHの上昇によって不溶性カノレシウム塩が析

出し，この際にノリの活力がi高く仮恨の着生力が強いと，大きい粒塊が形成されるのであ

ろうと批定される。

人工海水成分の CaCI2・21-120濃度が 2gjlのときには位脱が大きくなるが，O.4gjl 

では形成が完全に防止された。

8r. 

A B 
図1 新 しく観察されたノリの病害

A:仮恨の石灰付着 B ・!i'frしい細菌性病害

wh.一一一白色 gr.-緑色

pl一一鮮紅色

5 新しい細菌性病害. 糸からはず し浮遊焔養に移してから 5~6 日以内の小葉体

(長さ 1~2cm.)にまず病状が現われた。楽体の基部に半円形に緑色の周辺をもっ鮮紅色

NI 点ができ ， 海水は泡立ちが甚だしく ， 多数の~体が浮上 した。

小lお体が発病してから 1週削後には，大きいJ総体にも伝染して虫食い状の緑色斑点が

でき，さらに2週間後には 着生i省益している幼芽にも伝染し，基部に鮮紅色NI点ができ

fこ。

f内政lを顕微鋭で観妻美すると，健全な剤111胞群に続いて緑色化した細胞群，変形した細胞

'1J!(" iJ}j峻した細胞1政片併がみられ，この部分に鮮紅色の市ii状物がついている(区11，B)。
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綿状物は脱落し易いので，浮遊培養の業体では病斑部が半円形に欠けたものが多い。綿状

物は微生物の群体ではなく，細胞内容物の変形集合体らしい。

乙の病者は赤腐れとは違い，また穴腐れ(須藤・梅林野沢・野沢りや費状菌病

(新崎 8)でもないように思われる。

擢病業体からは Micrococcussp.に属する細菌が分離された。乙の培養液を接種した

海水で業体を育てると多数の病葉を生じ.また予め葉体をハプヲシで突いて傷をつけてお

くとすべての個体に発病がみられた。葉体の一部に損傷細胞や死細胞があるときに，細菌

が侵入して発病すると推定される。なお上記以外に Pseudomomassp.のような細菌でも

同様の発病をした例があり，病原菌は特定のものに限られないらしい。

発病の防止には.業体をペニジリンGの 5，0∞unitJml含有海水に 1夜浸潰してから

培養をはじめるのがよかった。

Summary 

The present paper outlined some diseases of Porphyra， 0∞urred in the artificia 1 

∞lture. 

Overgrowth of the contaminators， diatoms or blue.green algae prevented the growth 

of Porphyra. "Akagusare" and “Me-itami" were the diseases may-be ∞mmon with 

the cultures in the sea.τne former was sick spots contaminated by pathogenic Pythium 

sp.， the latter was bud-damage caused by oxygen deficiency. 

Insoluble calcium salt in the sea water deposited to form c1ump over rhizoid. The 

bacterial disease newly found was the sick spots which were most1y 0∞urred near rhizoid 

by出e∞'Ot釦 unationwith MicrcGccus sp. and others. Both were the diseases newly 

found in the artificial culture. 

Improvements of the culture condition and applications of adequate treatments were 

introduced to over∞me the above-mentioned diseases. 

文献
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おけるノリの芽いたみについて.水産増殖 4(2) : 44-54. 5. 野沢治治(1957)ノリ
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寒天原藻-主としてオゴノリーの輸入について

(付昭和43年度日本における寒天工業の現勢〉

岡 崎 彰夫*

寒天原藻としてのオゴノリ Gracilariaは，天然寒天の配合藻として年間 600トン程

度の需要があるほか， 1940年日本が開発したオゴノリをア/レカリ処理して原漢としての価

値を高め，良質寒天を製造する技術が普及し，現在オゴノリを単狼使用して寒天を製造す

るものが21工場に達し，これらの年間寒天全製造能力は 816トンで，乙れに要するオコeノ

リの必要量は約 11，000トン，天然寒天の必要量とを合わせると年間約 12，000トンが必要

である。

これは1947年頃寒天が輸出重要品として噌産を必要とし，日本の経済復興に必要なも

のであるということが多くの資本家を刺戟し，寒天産業に投資したものの 1部が，現在そ

の施設を増強して残っていることと， 1958年頃から天然寒天の経営者の 1部がこれに刺戟

され，原始産業の域を脱し，近代産業としての化学寒天工業に転換または兼業するものが

表1 オゴノリ単独使用による寒天製造工場現勢

|創業当 |年間製造11 A 7+ ~ 1創業1.-m.nh'n，-IIl， 1年間 組
会社名|副工場所醐|能力ω11会社名|年|工場所醐闘【旬

日新化成工業再引静岡県沼津市1 72 11中古化学|伊|岐阜県岩村吋 30 

*昭和ケミカル 128 1千葉県館山市 42 11三和食品|グ|岐阜県下呂剛 72 

朝日食品 3ο|グ 市川市 85 i 1山岡化学食品 139 I岐阜県山岡剛 ω 

;;;;l子問調す11: 詰~I云ト子-
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増加したことによるもので，現在オゴノリ単独使用による寒天製造工場勢力は表1のとお

りである。

オゴノリに含まれている粘質物はアルカリ処理をすることによってそのグル化能が著

しく上昇し，良質寒天を製造する乙とができる。またオゴノリ中の粘質物はテングサ類と

異なって，粘質物の種類が単一に近いと考えられ，非凝固性糊分が少ないため，テングサ

類から寒天を製造するのと異なり，高価な冷凍機，凍結機等の装置を必要とせず，簡易な

水圧機により，原藻から抽出した寒天ゲ/レの脱水が可能なため，小資本で工場を設置する

ととができるので，広く普及したものと考えられる。

かくのごとく，工場は増加したが， それに伴なうオゴノリの園内生産はこれに及ば

ず，筆者の調査によれば，地方別に過去20か年聞の年閥最大生産数量だけを披き出して合

計しでも4.6001)トン程度で，実際の年間生産量は. 2.500-2.700トンの範囲で，乙のう

ちには剥身料理のツマオゴとして消費されるものが含まれているから，差引実際に寒天製

造に期待し得るオゴノリの圏内からの供給量は年間 2.000トン以下で，毎年 9.000トン以

上の供給不足を来している。

各地の水産試験機関ではオゴノリ資源の減少を防止する対策は構じつつあるが，内湾

地域への諸工業工場の進出がとれを上廻り，資源絶滅防止対策がせいぜいで積局的な増産

は希み得ない。

これらの理由から業界では諸外国からのオコeノリ等寒天原藻の輸入に努力し，需要と

供給のバランスを図ったが，近年その効果が顕著となり，オゴノリの輸入数量は推定昭和

40年度 5.000トン.41年度 11.000トン.42年度 10.000トンに達した。

このほかテングサ類の輸入も同時に行なわれ，また近年ジマテングサ属 Gelidiellaの

輸入も目立って増加しており，オゴノリを含む寒天原藻の全輸入数量は昭和40年度 6.823

トン，昭和41年度 13.387トン，昭和42年度 12.373トンとなっている。乙れをみてもいか

にオゴノリの需要が多いかを窺うことができょう。

全般的な原藻の国別，種別の輸入数量は大蔵省貿易統計(日本関税協会発行)が種別

になっていないため，国~Uには正しい数字がわかっているが，種別の輸入数量は不明であ

る。このことについては寒天工業協同組合が調査した結果と輸入原藻のサンフ.OJVとによっ

て綜合して判断すると表2のとおりである。

輸入が逐年増加するにつれ，乾燥度，草歩すなわち精選度の不良なものの入荷も増加

して来たため，農林省においては昭和39年現行輸出検査法にもとづく依頼検査規程を改正

し，業界の依頼によって輸入寒天原藻の品質検査を行なう道を聞いたが， ζれは寒天，昆

布等の指定品目を日本から輸出する場合の品質検査，包装検査のような強制力があるわけ

ではないから，組悪寒天原穫の輸入を未然に防止する乙とはできないが，輸入価格を是正

し，適正取引にすることには役に立っている。

現行の園内，国際法規の範囲では寒天原漢の輸入のための品質の基準を相手国に強制

するζとはできないから，今後は寒天原藻の日本農林規格(JAS) を各国に普及するか，
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表2 輸入原藻の種類

hR-iU!日穫の種類31235そ;属iけztZそググノの グノの
ササリ サリ

別 属|属属他 | 属属他

O 28.9 O 0.4 
一一一

アルゼンチン O 26.9 ♂{ 1レ{ O 0.3 

南アフリカ O O 10.9 マダRガスカノレ O 0.3 

ポルトガノレ O O 9.1 アメリカ O 0.3 
一一

インドネシア O O 6.9 台 湾 O O 0.3 

O O 4.0 マ L〆 ー O O 0.2 

フィリピン O O O ①1.6 カンボジア O 0.2 

香 浴 。 1.4 ボルネオ O O 0.1 

ソピエト連邦 @ 1.3 ベトナム O 

アヲプ述合 O 0.9 南西アフリカ O 

イ ン ド O O 0.8 韓国 O 

ベノレギー O 0.7 カナタe O 0.1 

タ イ O 0.7 中 共 O 

フランス O 0.6 プヲジ 1レ O 

シンガポ戸ノレ O 。 0.6 オ戸ストラリア O 

デンマーク O 0.5 そ の 他 O O 1.3 

琉 球 O 
入昭8和数か3量年6-聞累4計の3輸の

トン
61，823.9 100.。

司 三ロッコ O 

(備考)a. @EPは中継輸入①はHypnea属②はイタニソウ

b.昭和35年までは韓国からテングサ類が年間2，000トンの輸入があったが36年

から韓国内の寒天産業の保護のため原藻輸出を中止した。

c.輸入数量比率は昭和36-43年の8か年の輸入数量の累計の比率である。
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または自主的に輸入規絡を制定して各国に宣伝して粗怒原藻の輸入を極力防止するなどの

方策を講ずる必要があろう。

オゴノリはテングサ類と異なって，含有する寒天分に -S03基が多く，そのため抽出

液のゲノレ化能が小さいと考えられ，また -S03基とーCOOH基との比率がゲノレ化能に影響

するという研究幻もある。したがってオゴノリを苛性ソーダ等のアルカリ溶液で処理し

-S03を中和し，ーCOOH基とのl七率を減少させることにより，ゲノレ化能が僧加すると解釈

されているが，実際の工場生産に当っては.輸入先図別に処盟条件を変えなければ充分な

ゲ/レ化能を与えることができないようである。これは工場の秘に属する事項で，詳細は知

り得ないが，岐取県寒天研究室で調査した 2.3の例"を参考に述べれば表 3のとおりで

ある。

表3 オゴノリの産地別処理条件

オゴノリ醐|ア/レカリ (NaOH)濃度例雌温度代 )I処理時閣制

アグゼンチン 6.0 50-60 1.0 

チ ー 6.0-7.0 88-90 

メキシコ 6.0 0.51.0 

アフリカ 6.0 70 1.0-1.5 

イ ン ド 20.0 70 1.0 

4口3、 湾 10.0 85-90 1.0 

ポノレトガノレ 4.0-5.0 60 1.0 

参
北海道厚岸 4.0 95 2.0-2.5 

千葉県船橋 3.0 85-90 3.5-4.0 

考 熊本県 3.0 80-85 3.0-4.0 

これによれば， オゴノリに含まれている S03基の比率または S03/COOHはその産

地によってそれぞれ異なるものと考えられる。

さらに根本問題は輸入されたものが Gracilar匂であるか，または Gracilariopsisで

あるか，さらにはそれらの speciesについても全く不明で一様にオコaノリと称しており，

工場生産にあたっては，原藻ごとにテストをした後，アルカリ処理条件などを推定し，操

業している現状で，帰納的技術の積み重ねにすぎない。

したがってます輸入オコeノリについては，その speciesを明らかにし，原藻ごとにそ

の中に含まれている粘質物の化学的性質を研究し，製造理論を把握する必要があると思わ

れる。
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なおテングサ系の原藻のみを使用して寒天を製造する工業寒天工場を表4に，天然寒

天をも含めた現在の日本の寒天製造工業の現勢を表5に参考として記載する。

表4 テングサ系の使用による工業寒天製造工場現勢

会社名|轡|工場所醐|観幣11 会社名|轡|工場所在地 l翻黙
大洋冷蔵 昭2和3 静岡県清水市 120 今井寒天産業 昭3和61岐阜県岩村町 36 

昭和ケミカ1レ 28 千葉県館山市 43 酒井化学 37 長野県茅野市 12 

今村 化学 。大阪府能勢町 15 酒 井 茂 ィタ 長野県茅野市 12 

丸西寒天 36 岐皐県岩村町 36 丸サ双葉寒天 41 岐阜県山岡町 12 

山一寒天 // 1// 山岡町 36 丸三寒天 42 。 18 

室賀義彦 // 大阪府能勢町 12 

清水水産加工 ググ 高槻町 10 計 12工場 362 

表5 寒天製造工場総体の現勢

工 場 種 JJU 

オゴノリを原料とするもの

テングサ系を原料とするもの

天然寒天

計

21 

12 

366 

位工日判

文 献

製造方法

圧力脱水機による製造

凍結機・冷凍機による製造

天然の冷気による製造

1) 岡崎彰夫(1957)オゴノリの生産について，寒天時報寒天輸出水産業組合， 7. 

2) 勝浦嘉久次・鈴木昭三郎・高橋圭一(1960)キリンサイ粘質物の高分子電解質的研究

工化.63 (2) : 136-138. 3) 岐阜県寒天研究室報告資料 1966.
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カナダのAtlanticRegional Laboratoryの言古

尾 形 英 一一*

E. OGATA : Story on the AtJantic Regional Laboratory in Canada 

筆者が留学のためにカナダの Halifaxにある AtJanticRegional Laboratoryに到着し

たのは，1968年4月17日であった。丁度 1年滞配し，貴重な経験を得て1969年4月 6日に

帰国 した。 AtJanticRegionaJ Laboratoryというのは，カナダの NationalResearch Council 

に直属の研究所であって 2つの MarineBotany Sectionを含め 化学 ・物理 ・微生物等

8 Sectionからなっている。 筆者が腐したのはもちろん MarineBotany Sectionであるが，

主として Systematicsand Ecologyの Subsectionの方で仕事をした。SectionHeadは Dr.

]. McLACI-lLANであり ，他に Dr.1'. EDELSTETN， Mr. L. C. M. CI-lElぜがスタッフ

である。 PhysioJogyandBiochemistryの Subsectionの SectionHeadは Dr.]. CRATGぼ

であり，ζ 乙にも筆者は頭をつっこんで，ある程度の仕事をしてきた。

Dr. McLACHLANは街l

存知のように Proceedingof 

the 5th Internationa J Seaweed 

Symposium， HaJifaxの編者で

ある。 乙の人は何でもやる人

で，微細務類 ・蕗糠類の培養

・生理等をはじめ，海藻の光

合成にも手をつけており，ま

ことに守備範囲の広い研究者

である。乙ういうタイプの諜

類学者は日本にはあまり見当

らないように感じる。大変湿
Atlantic Regional Laboratory 

厚な人で好人物であったが，彼のスピーキングのわかりにくいのには，筆者の会話力不足

のせいも手伝って大いに閉口した。 最近は主として紅務 ・褐疎の培養に手をそめており，

特に Bonnemaisoniαの生活史にエネノレギーを傾注していた。 Trailliellaの四分胞子を培

屯 iziOgata :下関水産大学校 (ShimonosekiUniversity of Fisheries， Yoshimi， 

Shimonoseki， Japan) 

The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vo1. XVII， No. 2， 85-87， Aug. 1969 
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a 主益芸して，体商5c川位のBo叩nn口問n削 町叩II日山5μo仰Pη川mω州a叫lに〈亡こ 21'年手がかりで育て上げていた。 Peωtαalo開?η2日Z同α-Rα{折fβkれz叫

の生活史にも力を入れていた。御存知のようにζれら各種の生活史は日本人学者によって

先鞭をつけられたものである。ちなみに，1968年6月中旬に Bonnemais'miaで有名な国

立糾学i等物館の千原先縦|専士が，ζの研究所の招きで 5日間ほど Halifaxを訪問された。

異境での思わざる溜i!eに|侍を忘れて歓談できたのも楽しい思い出である。

Dr. 1'. EDELSTETNはサッパリした女丈夫で，気持ちのよい中年女性の分矧学者であ

る。面白い微小海磁を顕微鏡下で発見すると， “卜li'，Look!"というわけでいろいろなも

のをみせてもらった。女性であるために，"Oh， beautiful!"，“Oh， nice!"とすζ ぶる感

受性豊かに教えてくれたので大いに勉強になった。 ζの人は Enclozoicな微小海1N:!に特に

興味をもち， ζの方面の論文も多いが，一方一般的なフロラや生態，また情義にも興味を

もっていて，特に Petalonia-Raifsl:aの生活史については Dr.Mc LACHLANとともに大

いに血道を上げていた。しばしば Dr.NAKAMURA， Dr. TATEWAKIの名を聞いたもので

ある。

Dr. Craigie 左より Mr.Chen，筆者，Dr. Mc Lachlan， Dr. Edelstein 

Mr. L. C. M. CHENは台湾出身でカナダの大学の修士をへてζの研究所のスタッフ

になった人である。まだ着任してから2年目位であったが上記各種の培養の実際面は主と

してζの人が担当していて，東洋人独特の勤使さでコマネス・ミのように働いていた。日本

語は殆どダメであるが，上記 Dr.EDELSTEINと同僚スピーキングがわかりやすかったた

めに筆者にとっては大いに助かった。また漢字で筆談もできたのも便利であった。彼は12

子顕微鏡に興味をもっていたが，筆者の居た時点ではもっぱら培養の実際面をうけもって

いて，上記 Bonnemaisonia，Ra炉問以外にも Nem.alion，Polysiρhonia， Gl-aalaria等

多数の種類を培養していた。

とれらの人々のチームワ ークはすばらしく，それぞれの特技を生かして共同研究し，
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できた論文は常に3人の共著にしていた。このような緊密な横の共同研究は，日本のよう

に縦の研究系列でしか共同研究が行なわれ難い固から来た筆者には大変羨しい感じがし

た。

筆者の仕事について述べさせて頂くが，筆者は日本におけるテーマを生かすためにや

はり Porphyraの研究を希望した。たまたま Dr.CRAIGIEが米国留学中だったので，必

然的に Dr.McLACHLANのもとで Porρhyraの府養・生活史の研究が主テーマになっ

た。 P.miniata， P. umbilicalis， P. linearis， Bangia fuscopurpureaなどの free-living

の Conchocelisを倍養研究し，ある程度の成果をあげえた。

Physiology and Biochemistryの Subsectionにおいては Dr.CRAIGIEとともに各種

Porphyraのフロリドサイド・イソフロリドサイドと甘味・の関係，干出中のノリの先合成

の14Cによる測定などについて仕事をしたが，培養実験の万に大幅に時聞をとられ充分に

勉強ができなかったのが残念であった。

Dr. CRAIGmは会うたびに“Hi!，Eizi!"と大声で挨拶をする快活な快男児で，わかり

やすい英語を話してくれた。 乙のDr.CRAIGIEもDr.McLACHLANも筆者があまりノ

リ!ノリ!と騒いだために，すっかりノリづいてしまって，いろいろな方面で Porphyra

の研究に手をつけはじめた。 Dr.EOELSTEINは海藻のにおいも魚くさくできらいという

位だから，はじめはノリにはあまり関心を示さなかったが，日本式のPorphyraの分類法

を説明すると大いに興味を示しはじたようであった。

ここの MarineBotany Sectionで一年間仕事をして感じたことは，日本の藻類学者の

層の厚さ，特に Porphyraに関する研究者層の厚さであり，逆に羨しく感じたことは上

述のチームワークのよさ，テクニシャンが充実していること，設備のよさ，豊富な消耗品

(紙タオルなど使い放題)などの点である。

また，上記の研究者逮が日本の藻類学者との交流を望んでいることも強く感じた。彼

等は，なぜ日本人は英語で論文をかかないのかと残念がっており，どんな小論分でも英語

のサマリーが欲しいといっていた。

筆者はこの欄をかりで，将来カナダの藻類学を負って立つ上記の人々とぜひ論文交換

をして下さるよう皆僚にお願い申し上げたい。このことは日本の藻類学のνペルを再認識

させる点でも有効であり，また国際親善上にも役に立つと信じる次第である。下記に彼等

の住所氏名を附して結びとさせて頂きたい。

Dr. J. McLACHLAN， Dr. T. EOELSTEIN， Dr. J. CRAIGIE， Mr. L. C. M. CHEN 

Atlantic Regional Laboratory， National Research Council， 1411， Oxford Street 

Halifax， N. S. CANADA 
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品4色
サー

...e.. 
zコE 録

会員移動

事

(昭和44年4月1日から昭和44年7月31日まで)

新入会 (16名)

住所変更 (12名)
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退会 (2名〉

B. V. Skvortzov， 松 本 文 夫
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